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 実習に先だって pZsGreen プラスミドを導入し形質転換した大腸菌を培養する。具体的には、１.
５mL の遠心チューブ内で大腸菌コンピテントセル溶液（DH-５α株）５０μL に２０ng の pZsGreen
プラスミドを混合し氷上にて１５分間静置する。遠心チューブを４２℃、１分間インキュベートし、
すぐに氷上に戻すヒートショック操作を行った後 SOC 培地２５０μL を加えて３７℃、１時間イ
ンキュベートする。この大腸菌液５０μL を０．４mM IPTG、５０μg/mL アンピシリンを含む LB
アガロース培地プレートに塗布し３７℃、１晩（約１８時間）インキュベートする。翌日、培地プ
レート コロニーが出現していることを確認する。また、IPTG 誘導によって ZsGreen 緑色蛍光タン
パク質 発現していることを UV イルミネーターで観察する。大腸菌コロニーを拾い、蓋付きガラ
ス試験管内アンピシリンを含む LB 液体培地３mL に入れて、震盪培養器にて３７℃、１５０rpm に
て１晩（約１８時間）インキュベートする。翌日、菌液の一部５００μL を蓋付きガラス三角フラ





2-2. プラスミド 精製 
準備するもの 





























































研究成果をもとに開発された手法であり，以下の表 3 の手順ですすめられる。 
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 ・授業時間内で実施するための実験設計 ・実験プリントの構成，デザインの検討 
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表 3 知識構成型ジグソー法の流れ（CoREF,2009をもとに筆者が作成） 
①課題が提示される 
課題について，自分がわかっていること（わかっていないこと）を考え意識化する 
②エキスパート活動で専門家になる 
同じ資料を読み合うグループを作り，その資料に書かれた内容や意味を話し合い，理解を深める。担当する
資料に詳しくなり，次のジグソー活動で伝えられるようになる 
③ジグソー活動で交換・統合する 
異なる資料を読んだ人が一人ずついる新しいグループに組み替え，エキスパート活動で学習した内容を説明
し合う。この活動を通して，自分の理解状況を内省したり新たな疑問を持つ。同時に他のメンバーから他の
資料についての説明を聞き，自分が担当した資料との関連を考え理解を深める。 
④クロストークで発表し表現する 
課題について自分でよいと思う答えを，その根拠も合わせて発表する。 
⑤一人に戻る 
課題に対する答えを記述し，わかったこと（わからないこと）を自覚し，次の授業への課題とする。 
